
2018年2月21日（水）

内閣府男女共同参画局

最近の男女共同参画の動きについて

資料２



アジア諸国を中心とする各国と我が国の交流で架け橋になっている女性の活躍に焦点をあて、これまでの貢

献に感謝するとともに、シンポジウムや国際交流の場を開催する等により、女性の視点から、日本とアジア諸国
との友好・信頼関係の深化を図る。

アジア・太平洋輝く女性の交流事業（1/2）

課題・背景

「架け橋として活躍している女性」及び架け橋女
性から見た日本の魅力等に関する調査
調査対象となる「架け橋女性」
（平成29年度）：
①日本国内及びアジア・太平洋諸国で活躍する日本人女性

・アジア・太平洋諸国で起業した日本人女性

・日本からアジア・太平洋諸国の現地企業等へ就職して現

地で活躍している女性

・日本国内においてアジア・太平洋諸国と深い関わりを

持った事業を行っている日本人女性

②日本国内で活躍する外国人女性、又は日本に過去に居住

経験があるアジア・太平洋諸国の外国人女性

・アジア・太平洋諸国から、日本の大学・大学院等に留学

するなどし、起業ないしは日本企業等へ就職している女

性

・過去に日本に居住経験があり、現在は日本での経験を生

かして活躍しているアジア・太平洋諸国の外国人女性

③上記①及び②の女性の支援者・支援団体

シンポジウム及び国際交流の実施
・平成29年度は、特に起業の観点から架け橋として活躍している女性に焦点を
当てて事業を実施。

・平成29年11月に東京、12月に大阪で日本及びアジア・太平洋諸国で活躍す
る架け橋女性を招聘してのシンポジウム「アジア太平洋と日本を結ぶ女性起
業家精神」を開催。

・シンポジウムには、女性活躍担当大臣からビデオメッセージにより架け橋女
性への感謝の意を示す。

・架け橋女性と一般参加者との国際交流も同時に実施。

事業概要

調査事業 シンポジウム・国際交流・感謝の意を示す場

調査検討委員会
・調査の企画・検討・とりまとめ等
・シンポジウム・国際交流の企画等
・委員（平成2９年度）：

女性起業家、女性起業支援者、グローバル人材
育成に貢献する大学等関係者等

・架け橋女性の視点からみた、日本の魅力の発見、及び、その魅力の効果的な発信
・女性の視点を活かした、日本とアジア諸国との友好・信頼関係の深化

「架け橋女性」の視点からの
日本の魅力の発信
・報告書の作成

・内閣府ＨＰ、ＳＮＳ等を使っ
ての幅広い情報発信 等
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 「アジア・太平洋輝く女性の交流事業」では、日本やアジア・太平洋諸国において活躍している国内外の

「架け橋女性」 の活躍に焦点を当てシンポジウムを開催。

 平成29年度は、東京と大阪で、起業に携わる「架け橋女性」の経験や、その経験を踏まえた女性の活躍に

向けた課題等を広く共有するため、計約30名の「架け橋女性」をアジア・太平洋諸国から招聘。

 シンポジウムでは、野田大臣から、当シンポジウムをきっかけにアジア・

太平洋地域の女性活躍推進のムーブメントが一層広がっていくことへの期待

が示されるとともに、基調講演やパネルディスカッション、「架け橋女性」

とシンポジウム参加者とのグループディスカッションを実施。

アジア・太平洋輝く女性の交流事業（2/2）

シンポジウム アジア太平洋と日本を結ぶ女性起業家精神
～「架け橋女性」とのネットワークを通じて広げよう～

東京会場の「架け橋女性」

基調講演：三原理絵氏（株式

会社誠や 代表）「やらず後

悔が一番残念、女性起業家精

神で拡がる世界」

パネルディスカッションの様子

基調講演：奥田浩美氏（株式

会社ウィズグループ代表取締

役）「ワクワクとグラグラが

未来を創る」

パネルディスカッションの様子

大阪会場の「架け橋女性」

平成29年11月12日（日）in 東京・京王プラザホテル 平成29年12月17日（日）in 大阪・大阪新阪急ホテル
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第４次男女共同参画基本計画の上場企業役員に占める女性の割合を「５％（早期）、更に10％を目

指す（平成32年）」という成果目標の達成に向けて、女性役員数を現状1,388人→約4,000人に増

やす必要がある。（平成29年７月現在1,510人）

「女性役員候補育成のためのモデルプログラム」を地方公共団体や経済団体等に周知し、広く実施を促進

するとともに、平成29年度は京都と神奈川においてモデルプログラムに基づく研修を実施

＜研修の在り方＞

（１）候補者の発掘機能

（２）社内・社外の役員候補者人材との混成型で実施

（３）「意識付け」「知識の習得」「ネットワークの構築」を盛り込んだ内容

（４）候補者の確保機能

女性役員登用の促進のためには、人材を育成し、女性役員の候補者の層を拡大することが重要

平成29年２月 広い人材発掘、人材層の確保、ネットワークに繋がる
「女性役員候補育成のためのモデルプログラム」を作成

研修実施の背景

女性役員登用の促進に向けた取組

「女性役員候補育成のためのモデルプログラム」の活用

女性役員育成研修
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第３次、第４次男女共同参画基本計画に基づき、政治分野における実効性のある積極的改
善措置（ポジティブ・アクション）を促進するべく、これまでに計６回にわたり内閣府特命
担当大臣（男女共同参画）より、各政党に対して働きかけを実施。

〇第１回 平成23年2月（民主党・菅内閣）
要請先（全10党）：民主、自民、公明、みんな、共産、社民

国民、たちあがれ、改革、日本

○第２回 平成24年4月（民主党・野田内閣）
要請先（全12党）：民主、自民、公明、社民、国民、みんな、

共産、きづな、大地、たちあがれ、改革、日本

○第３回 平成25年4月（自民党・安倍内閣）
要請先（全10党）：自民、民主、維新、公明、みんな、生活、

共産、社民、みどり、改革

○第４回 平成2７年１～３月（自民党・安倍内閣）
要請先（１０党（略称））：
自民、民主、公明、共産、次世代、元気、社民、生活、改革、太陽

○第５回 平成2８年３、４月（自民党・安倍内閣）
要請先（９党（略称））：
自民、公明、民進、共産、おおさか維新、社民、生活、日本のこころ、改革

○第６回 平成2９年１２月～平成３０年１月（自民党・安倍内閣）
要請先（９党（略称））：
自民、公明、立民、希望、民進、共産、日本維新の会、自由、社民

政治分野における女性の参画拡大に向けた取組

○ 政党に対する働きかけ

野田大臣による公明党往訪
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各自治体を通して、各地の男女センター等
での男性向け料理教室等の実施、地元民間
企業との連携施策実施の働きかけ。

各自治体への「おとう飯」キャンペーン
活用の働きかけ大森雅夫・岡山市長

鈴木英敬・三重県知事
伊藤徳宇・桑名市長
金坂昌典・大網白里市長
関口芳史・十日町市長
小林正則・小平市長
村岡嗣政・山口県知事
伊原木隆太・岡山県知事
橋川 渉・草津市長
岩倉博文・苫小牧市長

白川博一・壱岐市長

「おとう飯」サポーターの募集

都道府県知事をはじめ、自治体トップに参加を要請

その他

○「おとう飯」ロゴの民間使用 (ホームページから申請すれば自由に使用可能）

○おとう飯大使・石橋尊久さんのSNSによる情報発信

展開施策

おとう飯大使任命式 食育イベントとの連携

石橋尊久（いしばし たかひさ）

1975年生まれ
よしもとクリエイティブ・エージェンー
所属。2002年デビュー。お笑いコン
ビ、イシバシハザマのボケを担当。
デビュー前は、イタリアンレストラン
でコックの経験がある。

「第12回食育推進全国大会inおかやま」
（平成29年7月1日(土））のキッチンス
テージにおいて、おとう飯大使による、
男性の料理参画を目的とした「おとう
飯」の実演イベントを実施。

「“おとう飯”始めよう 」キャンペーンの実施

【おとう飯（おとうはん）とは】

「女性活躍加速のための重点方針2017」（すべての女性が輝く社会づくり本部決定）において、男性の暮らし方・意識の変革として、男性

の家事・育児等への参画についての国民全体の気運醸成を行うこととされた。これを踏まえ、内閣府男女共同参画局では、子育て世代の
男性の家事・育児等の中で、料理への参画促進を目的とした「おとう飯」キャンペーンを開始。

男性が料理をするにあたっては、知識や技術がなくて自分には作れない、家族のために作る料理は栄養バランスや盛付けなどに気をつかい立派でな
ければいけない、料理を作ってみたものの家族に不評だったため作るのをやめてしまった等、技術的、心理的ハードルがあると思われる。そこで、これま
で料理をしていない、料理をしたことはあるものの作ることをやめてしまったという男性の料理参画への第一歩として、簡単で手間を掛けず、多少見た目
が悪くても美味しい料理を「おとう飯」と命名した。

※平成30年1月25日時点

はん

民間との連携

平成29年9月29日(金)にプレミアム
フライデー推進協議会が実施した
『プレミアムフライデー収穫祭』とのタ
イアップイベントを神奈川県内の
スーパーで実施。

民間連携施策

男性の料理機会・レシピ提案

祝日や国民的なイベントを、男性の
料理参加機会の好機と捉えた訴求
をホームページやSNSを中心に実施。

静岡市「おとう飯レシピコンテスト（11月24日)

展開施策

（参加順）

拡大施策
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 交 付 先 ： 都道府県

 対象経費 ： 都道府県が負担した ①相談センターの運営費等、②被害者の医療費等、③拠点病院化の経費

 交 付 率 ： 対象経費の1/2(「被害者の医療費等」は1/3)

 そ の 他 ： 他の国庫補助制度を適用可能な場合は、他制度優先(本制度の優先利用や他制度との二重交付は不可)

性犯罪・性暴力被害者支援交付金

○ 本交付金は、支援センターの早期設置及び運営の安定化を図るため、都道府県による支援センターの整備等に係る取組

を支援し、被害者支援に係る取組の充実を図ることを目的とし、平成29年度に創設。

事業スキーム

内閣府

都道府県
① 被害者相談支援運営・機能強化事業

（相談センターの運営費等）
② 医療費等公費負担事業

（被害者の医療費、カウンセリング費用）
③ 拠点病院化資機材設置等事業（拠点病院化の経費）

相談センター
運営団体

概 要

委託費等交付金

民間団体が相談センターを運営する場合

9

設置状況

○ 政府では、性犯罪・性暴力被害者に被害直後から医療面、心理面などの支援を可能な限り一か所で提供する「性犯罪・

性暴力被害者支援のためのワンストップ支援センター」（以下「支援センター」という。）の設置を促進しており、第４次男女共

同参画基本計画（平成27年12月25日閣議決定）において、平成32年までに各都道府県に最低1か所の成果目標を設定して

いる。

○ 平成２９年１１月１日現在、４１都道府県に設置。

性犯罪・性暴力被害者支援のためのワンストップ支援センターについて
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平成30年度「男女共同参画週間」
キャッチフレーズ募集

スポーツに関わるあらゆる分野での女性の参画を推進し、様々なスポーツに男性も女性も親しみ、
チャレンジし、活躍できるようになるためのキャッチフレーズ

募集テーマ

2020年夏に我が国で開催される東京オリンピック・パラリンピックはスポーツへの関心を高める絶好の機会です。
しかし、日本では、アスリートのみならず運動を楽しみたいと思っている場においても、それに関わる指導者や競技団体の役員など、スポーツに関わるあらゆる分野で
女性は少数です。
スポーツに関わるあらゆる分野において女性が増えることにより、様々なスポーツの場で、一般、学生、アマチュア、プロを問わず、男性も女性も誰もが、よりスポーツ
に親しみ、チャレンジし、活躍することができるようになるためのキャッチフレーズを募集します。

あなたの考えた
キャッチフレーズが

ポスターに！

勝間和代氏
（経済評論家）

萩原なつ子氏
（立教大学教授）

山本高史氏
（関西大学教授
ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞﾃﾞｨﾚｸﾀｰ

ｺﾋﾟｰﾗｲﾀｰ）

外部審査員 応募要項

【応募資格】
・どなたでも応募できます。
ただし、応募作品は未発表の自作のものに限ります。

【応募期間】

・平成３０年１月１２日(金)～平成３０年２月２８日(水)

【応募方法】 ：

・内閣府男女共同参画局ホームページのキャッチフレーズ募集ページ
から、応募フォームに必要事項を入力の上、ご応募ください。
http://www.gender.go.jp/public/week/week.html

【選考方法】

・内閣府及び外部審査委員による厳正な審査により決定いたします。

【発 表】

・入賞者には4月中に通知いたします。

【注意事項】

・お一人何作品でも応募可能です。
・ 応募作品は返却いたしません。入賞作品の著作権は内閣府に帰属し
ます。

（個人情報の取扱いについて）
応募フォーム等に記載された個人情報は、本公募に関連する用途に限り

使用し、「行政機関の保有する個人情報の保護に関する法律」に基き適正
な管理を行います。

応募要項

男女共同参画週間を中心に、
キャッチフレーズを使って、プロ
のクリエーターがデザインしたポ
スターが全国で掲出されます！！

「 男で○、女で○、

共同作業で◎ 」

平成29年度 最優秀作品

◎入賞作品の応募者には、後日、記念品を贈呈いた
します。

◎最優秀賞作品は、６月の男女共同参画週間の期間

中に男女共同参画担当大臣から表彰予定です。

たくさんのご応募、お待ちしています！

（問合せ先） 内閣府男女共同参画局総務課

「キャッチフレーズ募集係」03-5253-2111(代表)

まる まる

にじゅうまる

11


